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特別損失の計上及び 2023年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）において減損損失約 65 億円を特別

損失に計上する見込みとなりました。これに伴い 2023 年２月７日に公表しました通期連結業績予想

を、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

 昨今の原燃料の高騰、及び自動車や電子機器を始めとした幅広い産業における停滞感がある中で、

当社グループの保有する固定資産のうち収益性の低下がみられた原繊材セグメントにおける汎用組成

製品（複合材及び、電子材料向けＥガラス・ヤーン）の製造設備について、「固定資産の減損に係る会

計基準」に基づき将来キャッシュフローを算定し判定した結果、第４四半期連結会計期間において、

減損損失約 65億円を計上する見込みです。 

  

２．2023年３月期 通期連結業績予想値の修正(2022年４月１日～2023 年３月 31日) 

上記１に記載の通り固定資産の減損損失に伴う特別損失の計上により、通期連結業績予想を以下の

とおり修正したします。 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

89,000 

百万円 

4,500 

百万円

5,500

百万円 

7,500 

円 銭 

205.99 

今回発表予想（B） 89,000 4,500 5,500 2,500 68.66 

増減額（B－A） － － － △5,000  

増減率（％） － － － △66.7  

(ご参考) 
前期通期実績  

(2022年３月期) 
84,051 7,268 8,065 6,519 

 

168.04 

 なお、配当予想につきましては 2023年２月７日公表の内容から変更はありません。 

 

３．今後の取り組み 

 当社は、安定的に資本コストを上回る収益構造の構築を目指し、引き続き、スペシャルガラスなど

当社の保有する社会トレンドに追従する商品群による成長戦略の実践と、不採算事業の構造改革を着

実に進めて参ります。 

以上  
（本資料に関する注意事項） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提
に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数

値と異なる場合があります。                                              




